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（1）事業所名及び代表者氏名

株式会社　クリーン開発　　　代表取締役　松本信吾

（2）所　在　地

〔本社事務所〕

〒861－6103　　熊本県上天草市松島町今泉2279－1

TEL　0969－28－3130　　　　　FAX　0969－28－3133

〔車両置場〕

　園部車両置場：熊本県上天草市松島町教良木6504-1

　倉江車両置場：熊本県上天草市松島町今泉4176-8

〔倉庫〕

　野々川倉庫：熊本県上天草市松島町教良木1581-1

（3）環境管理責任者及び担当者連絡先

TEL　0969－28－3130

FAX　0969－28－3133

（4）事業活動の内容

（5）事業年度

期首　11月 期末　10月

（6）対象範囲

全組織・全活動を認証・登録範囲とする

（7）事業の規模

300 万円

単　　位 2019年 2020年 2021年

百万円 210 305 283

人 28 30 30

m2 143 143 143

m2 1,923 1,923 1,923

m2 398 398 398

m2 240 240 240野 々 川 倉 庫

1．事業の概要

設 立

環 境 管 理 責 任 者 ：

昭和62年5月11日

連 絡 先 ：

松本　信吾

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、土木工事業、石工事業、
しゅんせつ工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、
機械器具設置工事業、解体工事業

資 本 金

従 業 員 数

売 上 高

活　動　規　模

園 部 車 両 置 場

倉 江 車 両 置 場

事 務 所 床 面 積
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（8）有資格者

ごみ処理施設技術管理士 宮本　祐一　他1名

破砕・リサイクル施設技術管理士 松本　信吾　他1名

産業洗浄技能検定　高圧洗浄作業 惣田　一正　他1名

土木工事施工管理技士（1級） 松本　信吾

土木工事施工管理技士（2級） 惣田　一正　他2名

建築工事施工管理技士（2級） 惣田　一正

解体工事施工技士 深井　智也　他1名

（9）事業内容の詳細と実績（2021年度）

①一般廃棄物収集運搬

→ 収集運搬 →
・可燃物 184.1 kg

・不燃物　 56.0 kg

・古紙類　 166.1 kg

・プラスチック類　 4.0 kg

・ペットボトル　 8.0 kg

・アルミ缶　 6.0 kg

424.2 kg

→ 収集運搬 →
・可燃物 393.94 ｔ

・不燃物　 38.37 ｔ

432.31 ｔ

→ 収集運搬 →
・燃え殻 722.11 ｔ

・不燃物　 216.55 ｔ

938.66 ｔ
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松島地区清掃センター自社排出一般廃棄物

事業所契約一般廃棄物 松島地区清掃センター

合計

合計

松島地区清掃センター 一般廃棄物最終処分場

合計



（9）-2事業内容の詳細と実績（2021年度）

②産業廃棄物収集運搬

→ 収集運搬 →
・がれき類 1777.36 t

・木くず 258.10 t

・廃プラスチック類 29.28 t

・金属屑 0.32 t

・紙くず 0.68 t

・石膏ボード 16.08 t

・ガラス、陶磁器くず 10.83 t

・廃酸 0.04 t

合計 2,092.69 ｔ

→ 収集運搬 →
・がれき類 60.31 t

・木くず 48.57 t

・管理型混合 36.61 t

・混合廃棄物 9.41 t

・汚泥 222.84 t

・廃プラスチック類 153.20 t

・金属屑 54.10 t

・紙くず 0.90 t

・繊維くず 1.76 t

・廃油 3.21 t

・石膏ボード 2.89 t

・ガラス、陶磁器くず 9.20 t

・鉱さい 19.80 t

合計 622.80 ｔ
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自社排出産業廃棄物 天草・リサイクルセンター他

他社排出産業廃棄物 天草・リサイクルセンター他



（10）許可内容

①一般建設業の許可

　熊本県知事　　許可　（　般　－　2　）　第　13621　号

　令和2年4月10日から令和7年4月9日まで

②一般廃棄物収集運搬業

　上天環指令第　4　号

　令和5年4月1日から令和7年3月31日まで

③産業廃棄物収集運搬業

許可番号 許可年月日 有効期限 積替・保管

04310000152 R4.9.12 R9.7.29 無し 紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラス

くず・コンクリートくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、ばいじん、燃え殻、汚泥、

廃プラスチック類、（これらのうち、石綿含有

産業廃棄物を含み、自動車等破砕物及び

特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ、

ゴムくず、動物のふん尿、動物の死体

有り 金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び

陶磁器くず、廃プラスチック類（上記のうち、

水銀使用製品産業廃棄物に限り取扱い、

廃石膏ボード、石綿含有産業廃棄物、水銀

含有ばいじん等、自動車等破砕物及び特別

管理産業廃棄物であるものを除く。）

　保管上限　：　0.54m3　　面積　：　1.4m2

　

04000000152 R3.9.8 R8.9.7 無し 廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等

（以上3品目については、自動車等破砕物

を除く。）燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、

廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植

物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、

ばいじん（廃プラスチック類、紙くず、木くず、

繊維くず、ガラスくず等、がれき類について

は、石綿含有産業廃棄物を含む。）

04602000152 R2.7.21 R7.7.20 無し ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

（石綿含有産業廃棄物を含む。）、燃え殻、

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性

残さ、動物のふん尿

　④特別管理産業廃棄物収集運搬業

許可番号 許可年月日 有効期限 積替・保管

04350000152 R4.9.12 R9.8.15 無し 廃石綿等

熊本県

福岡県

鹿児島県

自治体

熊本県

自治体 取り扱う産業廃棄物の種類

許 可 番 号

有 効 期 間

許 可 番 号

有 効 期 間

建 設 業 の 種 類
　土木、　とび・土工、　石、　舗装、　しゅんせつ、　水道施設、　　　　

　機械器具設置、解体

取り扱う産業廃棄物の種類
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（11）運搬車両の種類と台数及び低公害・低燃費車両の導入状況

全保有台数 16 台（100%）

1 台

3 台

1 台

3 台

1 台

1 台

1 台

1 台

1 台

2 台

1 台

（12）その他車両・重機

0.25m3バックホウ

4t強力吸引車

10t強力吸引車

3tダンプトラック
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0.08m3バックホウ 2

営業車両 5

1

0.45m3バックホウ 1

台数

高圧洗浄車 1

種類

15台（全体の93%）平成27年度燃費基準達成車

4t脱着装置付きコンテナ車

8t脱着装置付きコンテナ車

8t脱着装置付きコンテナ車（クレーン付）

10t脱着装置付きコンテナ車

クレーン付き運搬車

塵芥車

キャブオーバ

台数運搬車両の種類

軽トラック



　株式会社クリーン開発は、環境に配慮した事業活動を通じて、環境と調和し、

且つ、持続的に発展する社会の実現に貢献する。

　株式会社クリーン開発は、廃棄物収集運搬業、解体工事業、土木工事業において、

以下の方針の元、環境改善及び保全活動を推進する。

　1．事業活動において生じる環境負荷の低減を図るため以下の取り組みを行う。

（1）二酸化炭素排出量の削減

（2）廃棄物排出量の削減と再資源化の推進

（3）水使用量の削減

（4）化学物質の適正使用と管理

（5）地域貢献活動の推進

　2．事業活動にかかわる法規制及びその他協定等については、これを遵守する。

　3．技術的、経済的に可能な範囲で、目的・目標を設定し、定期的なレビューを行い

　　 継続的改善に努める。

　4．教育活動を通して、この環境経営方針を組織及び関連する協力会社に周知徹底

　　 すると共に、 一般の人にも公開する。

制定

改訂

改訂
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2．環境経営方針

理　　念

基本方針

代表取締役　松本信吾

2015年10月21日

株式会社クリーン開発

2019年10月21日

2022年8月30日



・環境経営全般に責任と権限を持つ

・環境経営方針の作成、見直し及び従業員に周知する

・環境管理責任者を任命する

・環境への取組を実施するための人材、設備、費用を準備する

・EA21の取組に関し評価、見直しを実施する

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムの

　構築、実行、管理をする

・上記の結果を代表者に報告する

・3ヶ月に1回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の

　実行状況を確認する

・環境管理責任者の補佐し、EA21文書及び記録類の作成、

　維持管理を行う

・自部門の環境経営目標、環境経営計画の達成状況等を把握する

・自部門で発生した問題点の是正、予防処置を実施する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の部員に対する教育訓練を実施する

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

実施体制

代表取締役

環境管理責任者

松本　信吾

EA21事務局

山田　　望

業務推進部　 営業部 庶務部

部長：惣田　一正 松本　信吾 部長：山田　　望
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部長

全従業員

役割・責任・権限

代表取締役

EA21事務局

環境管理責任者

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部員に周知する



中期環境経営目標：2020年度を基準年として2023年度までを中期環境経営目標として設定する。

軽油

ガソリン

LPG

①電気使用量の二酸化炭素排出係数は2019年度九州電力調整後係数

　　0.371kg－CO₂/kWhを使用する。

　 ②廃棄物については、適正な分別を行ないできる限りリサイクル率の向上に努める。

③化学物質は車両傷補修用塗料で年1回程度しか使用しない極少量のみのため、

　適正な管理・使用に努める。

④一般廃棄物リサイクル率の向上は、リサイクル率＝（全量―可燃ごみ―不燃ごみ)/全量×100とする。

　(数値は環境負荷の自己チェックによる)

⑤産業廃棄物リサイクル率の向上は、リサイクル率＝再資源化量÷総排出量×100とする。

　(数値は環境負荷の自己チェックによる)

4.環境経営目標

50.4

2

m3

％

回

自社一般廃棄物リサイクル率の向上

自社産業廃棄物リサイクル率の向上 ％ 88.7

88,354.8 87,453.3

7,025 6,954

地域貢献活動の推進

9,578.3 9,481.5

51.4 52.4

9,384.8

89,256.4

6,883

2 2 2

7.178 7.105 7.033

294 291 288

91.789.7 90.7

90,158.0

7,096.0

7.250

297

49.4

化石燃料使用
量削減

L

L

kg

水使用量削減

827.7

249,925.1

（2020.11～2021.10) （2021.11～2022.10) （2022.11～2023.10)

基準年度

（実績）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

247,400.6 244,876.1

-2% -3%

252,449.6

（2023.11～2024.10)
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基準年度比 基準年度比 基準年度比

-1%

819.4 811.1 802.9

電気使用量削減 ｋWh 9,675.0

kg-CO₂

kg-CO₂/百万円

対象目標 単位

二酸化炭素排出量削減



エアコンの適切な温度管理をする

不在時、昼休み時間の消灯

エアコンフィルタの定期清掃

OA機器等の省エネルギーモードの活用

アイドリングストップの推進

エコドライブの推進

効率的なルートの選定

アイドリングストップの推進

エコドライブの推進

効率的なルートの選定

節水の呼びかけ

ホース先端にワンストップノズル等を

取付ける

漏洩点検

適切な洗車の回数

裏紙の使用

ミスコピーの防止

分別の徹底

現場での分別の徹底

安全データシートの入手と内容の周知

適正使用に努める

グリーン商品購入の推進

地域ボランティア活動への参加

会社、車両置場等周辺の清掃作業

〇：よくできた　　　△：改善の余地あり　　　×：できなかった
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地域貢献活動の推進

庶務部

惣田 業務推進部
〇の向上

庶務部

△
の向上

評価

○

○

○

○

△

△

○

電気使用量の削減

松本 全部署

業務推進部

庶務部

使用量の削減

ガソリン（営業車）

ガソリン・軽油（現場）

使用量の削減

取組項目 責任者 実施部署 活動内容

5．環　境　経　営　計　画

水使用量の削減

化学物質の管理
惣田

グリーン購入の推進
山田

一般廃棄物リサイクル率
山田

産業廃棄物リサイクル率

山田

業務推進部惣田

全部署山田

営業部松本



2021年度（取組期間：2021.11～2022.10）の環境経営目標と実績

軽油

ガソリン

LPG

(1)2021年度（取組期間：2021.11～2022.10）は、全員一丸となって以下のことに取り組んだ。

①二酸化炭素排出量の削減では、車両が増えたこと、コロナウイルスの影響で各自が

　車両等で休憩する影響もあり化石燃料の使用量が増え目標達成できなかった。

②電気使用量の削減では、目標を達成することができた。今後も活動を続けていく。

③化石燃料の削減では、軽油とガソリンの使用量については目標達成できなかった。

　新型コロナウイルス感染防止の影響もあると思うのでそのまま活動を続けていく。

④水使用量の削減は、車両が増えた影響もあり、わずかに目標達成できなかった。

　今後は目標達成できるよう活動する。

⑤廃棄物リサイクル率の向上については、目標達成できなかった。一般廃棄物のリサイクルに

ついては分別方法等を検討しリサイクル率の向上に向け活動する。

　産業廃棄物リサイクルについても目標達成できなかった。前年度の実績より向上

　しているので続けて活動していく。

⑥地域貢献活動の推進は、積極的に地域貢献活動に参加し、目標を達成できた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※リサイクル率については”環境負荷の自己チェックシート”を参照

6．環境経営目標の実績

88.8 99.0% △

89.8% △

kWh 9,675.0 9,578.3 7,844.0 122.1%

50.4

87.0% △

249,925.1

kg-CO₂（百万円）

※電気使用量の二酸化炭素排出係数は2019年度九州電力調整後係数0.371kg－CO₂/ｋWhを使用

43.4 86.1% △

自社産業廃棄物リサイクル率の向上 ％

297 294

kg 7.250 7.178

化石燃料使用
量削減

L

回 2

7.環境活動の取組み結果と評価ならびに今後の取組み

※達成度が110%以上は◎、100%以上は○、80%以上は△、80%未満は×。

8.07 88.9% △

319 92.2% △

地域貢献活動の推進

％ 49.4

2 2

m3

自社一般廃棄物リサイクル率の向上

100.0%

L 7,096.0 7,025

△

単位

達成度

（2020.11～2021.10) （2021.11～2022.10)

（実績）
実績

2020年度

-1%

2021年度

（2021.11～2022.10)

2021年度

△

90,158.0 89,256.4
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基準年度 基準年度比

二酸化炭素排出量削減
kg-CO₂（総量） 252,449.6

827.7 819.4

電気使用量削減

941.8

対象目標 評価

266,530.9

水使用量削減

○

88.7 89.7

93.8%

◎

95,136.8 93.8%

7,820.5



（2）今後の取組み：二酸化炭素排出量、電気、水使用量等については成果をあげているが、

　前年度同様、廃棄物のリサイクル率の向上については数値が向上しない。分別によるゴミの削減と

　リサイクル意識をもっと高めて活動していく。

電気使用量の削減 エアコンの適切な温度管理をする

不在時、昼休み時間の消灯

エアコンフィルタの定期清掃

OA機器等の省エネルギーモードの活用

ガソリン（営業車） アイドリングストップの推進

使用量の削減 エコドライブの推進

効率的なルートの選定

ガソリン・軽油（現場） アイドリングストップの推進

使用量の削減 エコドライブの推進

効率的なルートの選定

水使用量の削減 節水の呼びかけ

ホース先端にワンストップノズル等を

取付ける

漏洩点検

適切な洗車の回数

一般廃棄物リサイクル率 裏紙の使用

の向上 ミスコピーの防止

分別の徹底

産業廃棄物リサイクル率 現場での分別の徹底

の向上

化学物質の管理 安全データシートの入手と内容の周知

適正使用に努める

グリーン購入の推進 グリーン商品購入の推進

地域貢献活動の推進 地域ボランティア活動への参加

会社、車両置場等周辺の清掃作業 継続して活動する。

今後の取組

目標達成できたので今後も継続して活
動する。

目標達成できなかったが今後も継続して
活動する。

目標達成できなかったが今後も継続して
活動する。

目標達成できなかったが今後も継続して
活動する。

継続して活動する。

継続して活動する。

目標達成できなかったが今後も継続して
活動する。

目標達成できなかったが今後も継続して
活動する。

取組項目
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活動内容



（1）環境関連法規制等の遵守および違反の有無

　当社では環境関連法規制等の遵守評価を定期的に行っており、その評価の結果環境関連法規制

　等の違反はありませんでした。

（2）指摘・訴訟等の有無

　環境関連法規制等の遵守活動を通して、この１年を含め過去３年間にわたり、環境当局よりの違反

　の指摘はありません。また、訴訟についてもありませんでした。

（1）全体評価

　今年度はほとんどの項目で未達成となった。新型コロナウイルスの影響と車両が増えた

　ことで例年と違う数値になったと思われる。新型コロナウイルスについて緩和傾向にあるので

　もう少し様子を見ながら活動を継続していく。また8月末に代表者が交代となったのでこれまでの

　活動は続けながら新しくSDGｓの取り組みについても社内で検討し活動したいと思う。

(２)見直し

　来年度も環境経営計画、環境経営方針、環境経営目標、実施体制の見直しは行わずに活動して

　いくが、各項目で目標達成できるように活動していく。

令和　5年　4月　28日

　代表取締役　　　　松本　信吾

9.代表者による評価と見直し

8.環境関連法規への違反・訴訟等の有無
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○地域貢献活動

　　環境出前講座　　　　　2022年6月20日

○緊急事態対応訓練

ガス切断による火災に対する対応訓練

10.資料
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2022年2月23日


